
 

 

 

 

 

 

 

 

心肺蘇生法を学びました！ 
６月から水泳を始めましたが、梅雨に入ったこともあり、少し肌寒い中での水泳となっています。この

水泳の開始に先立ち、６月初旬に職員を対象とした救命講習とし

て、心肺蘇生法の研修会を行いました。今年度の講師には、昨年

度に引き続き、看護師の大曲史悦さんを招聘し、御指導いただき

ました。一人一人が実際に体験できる道具を使い、深く学ぶこと

ができる研修でした。 

突然死は、いつ、どこで、誰に起こるのか分かりません。日本に

おける「突然死」の大部分は、心臓の病気が原因で起こる「心臓

突然死」です。一見健康そうに見える人でも、重篤な不整脈によっ

て突然心停止に陥ることがあり、年間約９万人（約６分に１人）の

方が亡くなっています。これは、年間の交通事故死亡者数よりもは

るかに多い数字です。（日本 AED財団「心臓突然死の現状」） 

しかし、心停止した人に対して、その場に居合わせた人が心臓

マッサージなどの応急手当を行うかどうかで、救命率は劇的に変

わると言われています。幸い、これまでにそのような場面に居合わ

せた職員はいませんが、躊躇せずに行動することや、周りの人と

一緒に命をつなぐことの大切さを再認識する研修会となりました。 

授業参観、給食試食会ありがとうございました！ 
先週は、あいにくの天候でしたが、多くの保護者の皆様に授業参観へお越しいただき、ありがとうご

ざいました。 ４月以来の授業参観でしたので、子供たちもいつもより少し緊張した様子が見られました。

その程よい緊張感が子供たちとともに、

学校にとっても良い刺激となり、良い効

果をもたらすと考えています。ぜひ、学校

での様子について御家庭でもお子さん

にお話しいただき、次のステップへ繋い

でいただけると幸いです。 

また、同日に開催いたしました給食試

食会にも、多くの保護者の皆様に御参

加いただきました。実際に給食を召し上

がっていただいたり、子供たちの給食準

備の様子を御覧いただいたりしました

が、いかがでしたでしょうか。給食の準

備から配膳、試食にいたるまで、長時間

の参観となりましたが、温かく見守ってい

ただき誠にありがとうございました。 
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